
 29

管理番号　７５１－００２⑦-3
施 行 日
改定日

承認･確認

改定日 改訂No. 頁 承認･確認印

23.11.01 1

 

旧規格の手順を見直した。

旭精工株式会社

⑦-3　是正処置（顧客苦情・再発防止）手順書

2002年5月25日
2023.11.01

改訂履歴

改訂内容と理由



タイトル

1.目的

2.適用範囲

4.内容

その１

その２

その４

その5

その6

その7

その８ 取られた処置に関する情報はマネジメント・レビューのために提出する。

決定された是正処置が確実に行われるように発生部門長は伝達、管理し、それが
効果的であることのフォローアップを行う。

担当部門は製品、工程及び品質システムに関する不適合の原因を調査し、その原
因の除去に必要な是正処置を決定する。

「顧客苦情処理顛末書」については顧客から指示があれば発行する

発行に伴い、管理責任者が台帳管理を行う。その３

フォローアップの結果、効果無しと認められた場合、発生場所に差し戻し、再度誰
がいつまでに何をやるのかを指示する。

対策実施後は、品質記録として管理責任者が維持管理する。

⑦-3　是正処置（顧客苦情・再発防止）　手順書

顧客苦情・是正処置・再発防止対策が正確に運用されることが目的である。

当社の顧客依頼部品及び完成品に対する不適合品に関するもの

是正処置は、（顧客苦情・不具合是正処置・再発防止対策）がある。

各々の帳票で運用すること



タイトル

When who what how

いつまでに 誰が 何を どうする

① 不適合品の発生時点で 社長もしくは、担当部門長が 是正処置の必要性を 判断をする。

START

台帳管理

2）自主的な是正処置

◆是正処置の発行する判断基準は下記の通りである。

是正処置をとるか？ 台帳管理

ファイル管理

② 是正処置の完了まえに 発行部門長が 対策を検証し 再発防止を行う

是正処置は発行が目的ではなく

原因究明と再発防止であるので

記入内容をよく考えること。

発生原因 流失原因

正直に

対策

発生原因の対策 流失原因の対策

原因をつぶす 原因をつぶす

フォロアップ

実施の確認 効果の確認

結果は？ 対策は良かった？

③ 是正処置の効果の確認は、 発行担当者が 記載内容を 記録する。

いつ

①実施の確認後6か月くらい

誰が

②対策案の実施者がおこなう。

何を

同一品もしくは、類似品でもOK

どうする

対策は間違いなかったか効果をみる。

特別採用申請書

④ 取られた是正処置は 社長が MRのインプットとし 検証する。

データ分析

１）顧客満足度調査

2）不適合品の分析 不適合の発生件数は？

MRのインプット

MR

⑦-3　是正処置（顧客苦情・再発防止）　フロー図

①担当部門長の判断による。

②社長の判断による。

③処置判断（社内=レベル3、仕入れ先＝レベル２）によるもの

④顧客との取引に影響がありそうなもの

満足度調査はさがってないか？

3）納品内容間違いなど品質以外で顧客に迷惑をかけたもの

原因

プロセス（部門）の効果の確認につながる

1）顧客より連絡を受けた場合⇒要求があれば、「顧客苦情処理顛末書」を

登録し発行する。　顧客フォーマットがあればそれで運用する。

全体会議などで効果の発表をし情報共有する。

是正処置は効果の確認まで行わないと意味がない

※仕入先評価表の評価にも活用する

判断

効果の
確認

改善

実行


